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例 言
１ 本書は平成３０年度に北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンターが実施した重要遺跡確認調査の報告書（第１４集）である。

２ 本報告書では湧別町川西２遺跡についての調査成果を所収した。

３ 本書の編集は坂本尚史が担当した。執筆はⅠ章およびⅡ章第１～５節を坂本、Ⅱ章第４節３項を

柳瀬由佳が執筆した。
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Ⅰ 重要遺跡確認調査について

１ 重要遺跡確認調査

北海道立埋蔵文化財センターは、北海道教育委員会（以下、道教委）が北海道史をたどる上で重要

であるとした遺跡の重要遺跡確認調査を行ってきた。これまでに、平成１２年度に小樽市・余市町の西

崎山ストーンサークル、１３・１４年度に奥尻町青苗砂丘遺跡、１５・１６年度に恵山町（現函館市）恵山貝

塚、１７～２１年度に幌延町・豊富町の音類竪穴群、２２・２３年度に斜里町朱円周堤墓（道指定史跡「斜里

朱円周堤墓及び出土遺物」）、２４・２５年度は芦別市野花南周堤墓群（道指定史跡「野花南周堤墓群」）、

２６～２８年度は岩内町東山１遺跡（道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」）、２７～２９年度は湧別町シブノ

ツナイ竪穴住居群（道指定史跡「シブノツナイ竪穴住居跡」）の測量・発掘調査等を行った。

２ 今年度の調査について

今年度は、新たに湧別町川西２遺跡が調査対象となった。調査の具体的な内容は道教委による「平

成３０～３３年度重要遺跡確認調査実施要領」に基づき、道教委、湧別町教育委員会との打ち合わせによ

り計画されたものである。

今年度は現地調査として①測量調査、②竪穴属性観察、③写真撮影を、関連資料調査として④川西

２遺跡隣接地より表面採集した資料の実測・拓影図作成と撮影を実施した。

本報告書（重要遺跡確認調査報告書第１４集）では、竪穴分布図、竪穴観察成果、関連資料調査成果

について報告した。

図Ⅰ－１ 国、道指定史跡の位置と重要遺跡確認調査
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表Ⅰ－１ 重要遺跡確認調査一覧

対象遺跡 登載番号 所在地 種別 調査年度 主な調査方法 調査面積 主な時期 主な調査遺構 主な出土遺物 掲載報告書

小樽市
余市町
西崎山
ストーン
サークル

０１２０３�
D�０１�６４
（小樽市）
０１４０８�
D�１９�０４
（余市町）

小樽市蘭島
余市町栄町

配石
遺構 平成１２年度 発掘調査 １４０㎡ 縄文時代

後期 配石遺構
縄文時代後期、晩
期の土器、黒曜石
の剥片

重要遺跡確
認調査報告
書 第１集

奥尻町
青苗砂丘
遺跡

０１３６７�
C�０７�４

奥尻郡奥尻町
字青苗３６４・
３６８番地

集落跡

平成１３年度 発掘調査 ９０㎡
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡１軒
土坑１基
貝塚１か所
焼土３か所

オホーツク式土器、
土師器 石器、
石製品
骨角器 金属製品
自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第２集

平成１４年度 発掘調査 ９０㎡
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡４軒
墓２基

貝塚１か所

恵山式土器
オホーツク式土器
土師器及び擦文土器
石器類玉など石製品
骨角製品、金属製品、
自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第３集

函館市
恵山貝塚

０１２０２�
B�１０�３５

函館市字恵山
３０８番地の１
ほか

貝塚

平成１５年度 発掘調査 ９７㎡ 続縄文
文化期前半

竪穴式建物の可
能性のあるもの
６か所
墓の可能性のあ
るもの４か所
遺構覆土中に形
成された魚骨層
を２か所で確認

土器、石器、骨角器
重要遺跡確
認調査報告
書 第４集

平成１６年度 発掘調査 １６９㎡ 続縄文
文化期前半

盛土遺構（続縄文
文化期のもので、厚
さは１�を超える）
竪穴住居跡１か所
土壙２基
集積１か所
焼土

土器、石器、
骨角製品

重要遺跡確
認調査報告
書 第５集

幌延町・
豊富町

音類竪穴群

０１４８８
（幌延町）�
０１５１０

（豊富町）�
G�０９�０１

天塩郡幌延町
字浜里１８８
ほか

国有林１７４～
１７５林班

集落跡

平成１７年度

測量調査
踏査

約６�
（測量範囲）

擦文文化期
アイヌ文化期

竪穴状の窪み
７９６か所

チャシ跡３か所

踏査のため出土遺
物はなし。

重要遺跡確
認調査報告
書 第６集

平成１８年度
平成１９年度

平成２０年度 重要遺跡確
認調査報告
書 第７集平成２１年度

斜里町
斜里朱円周
堤墓

０１５４５�
I�０８�３８

斜里郡斜里町
朱円西７６番地

１
墳墓

平成２２年度
発掘調査

２１０㎡
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（A号、B号）

縄文土器片
※昭和２３，２４年度
調査時の出土遺物
の資料化を行う

重要遺跡確
認調査報告
書 第８集平成２３年度

芦別市
野花南
周堤墓群

０１２１６�
E�０４�０２１

芦別市野花南
町３２５６，３２５７ 墳墓

平成２４年度
発掘調査

８６．５㎡
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（１号、２号）

縄文時代後期から
晩期土器片、黒曜
石石器類

重要遺跡確
認調査報告
書 第９集平成２５年度

岩内町
東山１遺跡
（道指定史
跡岩内東山
円筒文化遺
跡を含む）

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山１５、１６�１・
２番地

集落跡

平成２６年度 発掘調査

６００㎡
（トレンチ
調査等面
積）

縄文時代
前期

縄文時代
中期

盛土遺構２か所
竪穴住居跡４軒
土坑１９基

柱穴状ピット７基
焼土１２か所

縄文土器片
（前期から中期）

石器類
（礫石器を主とする）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１０集

平成２７年度 発掘調査

６０㎡
（トレンチ
調査等面
積）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１１集

平成２８年度 整理作業 ‐
重要遺跡確
認調査報告
書 第１２集

湧別町
シブノツナイ
竪穴住居群
（道指定史
跡シブノツ
ナイ竪穴住
居跡）

０１５５９�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡

平成２６年度 踏査

１３９，４８６㎡
（測量範囲）続縄文文化期

擦文文化期
オホーツク
文化期

竪穴５３０か所
続縄文土器片

（後北C２・D式）
石器類

重要遺跡確
認調査報告
書 第１０集

平成２７年度 測量調査
重要遺跡確
認調査報告
書 第１１集

平成２８年度 測量調査
重要遺跡確
認調査報告
書 第１２集

平成２９年度 測量調査
発掘調査

３０㎡
（トレンチ
調査等面
積）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１３集

湧別町
川西２遺跡 I�２１�５６ 北海道湧別群

湧別町川西 集落跡 平成３０年度 測量調査 約１７，０００�
擦文文化期
オホーツク
文化期

竪穴１０２か所 なし
重要遺跡確
認調査報告
書 第１４集

重要遺跡確認調査報告書第１４集
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Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査

１ 調査の概要

� 調査要項

調 査 名 称 重要遺跡確認調査

調 査 対 象 湧別町川西２遺跡（Ｉ－２１－５６）

所 在 地 紋別郡湧別町川西５０１－１、５０８、５０９番地

対 象 面 積 約１７，０００㎡

調 査 期 間 平成３０年９月３日～９月２２日

� 調査体制

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 越田賢一郎

副 理 事 長 中田 仁

事 務 局 長 山田 寿雄

常 務 理 事 長沼 孝

総 務 部 部長 和田 基興（平成３０年６月まで）、成田 直彦（平成３０年６月から）

第１調査部 部長 長沼 孝

普及活用課 課長 田口 尚

主査 坂本 尚史

主査 柳瀬 由佳

第１調査課 課長 中山 昭大

� 調査の経緯

ア．昭和期の調査・記録

川西２遺跡が埋蔵文化財包蔵地に登載されたのは平成２９年１月で、近年確認されたところであり、

過去、発掘調査が行われた記録はない。しかし、近隣遺跡の調査報告書等を確認したところ、シブノ

ツナイ竪穴住居群の調査に付帯して、川西２遺跡に該当する範囲に竪穴群が分布していることが記録

されていた。

昭和４１年（１９６６年）のシブノツナイ竪穴住居群の調査は、北海道文化財専門委員であった北海道大

学教授の大場利夫氏を発掘担当者として湧別町が実施し、同年に「シブノツナイ遺跡調査概要」が刊

行されている。この報告書によれば遺跡を北方地区と南方地区に区分し、全体で竪穴６６５か所が確認

されている。両地区の範囲についての具体的記載はないが、調査竪穴に関する文脈から北方地区がシ

ブノツナイ竪穴住居群（町営牧野）に該当するとみられる。また、昭和４１年度に作成された湧別町文

書「シブノツナイ遺跡発掘調査顛末」によれば、竪穴数の内訳は「町営牧野内」５１５か所、「牧場入口」

１０７か所、「伊藤務住宅裏林内」４３か所と記載されており、後二者が南方地区と捉えられる。地点説明

の内容や確認されている竪穴数を勘案すれば、「牧場入口」が川西２遺跡、「伊藤務住宅裏林内」が川

西オホーツク遺跡に該当すると考えられ、川西２遺跡の竪穴群が軒数と共に把握されていたことが分
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かる。

今回の調査では、昭和４１年当時に使用されていた町営牧野（シブノツナイ竪穴住居群）へ通じる旧

道が遺跡の西側で竪穴群に接するように確認された。当時調査を担当した大場博士がシブノツナイへ

向かう道すがら、川西２遺跡の竪穴を目にしていたことが考えられる。

イ．重要遺跡確認調査

平成３０～３３年度の４年間で、近接するシブノツナイ竪穴住居群との関係を検討するために必要な基

礎情報を確保することを目的に、①遺跡周辺の地形測量・地質学的調査、②竪穴の測量調査、③遺構

規模・形態・付属施設に関する定量的・定性的データの取得、④発掘調査を行うことが道教委より指

示された。まず、平成３０年度は竪穴の測量調査と写真撮影を主体に実施した。

測量調査は竪穴の上端・下端を計測する「詳細測量」を行い、１０２か所の竪穴を記録した。また、

竪穴観察として「下端の盛土」（盗掘排土？）、「下端の窪み」（盗掘坑？）、「下端の礫」・「埋没礫」（石

組み炉？）、「掘上げ土投げ込み」について記録した。このほか竪穴分布範囲周辺の地形測量と一部竪

穴の断面図（エレベーション図）作成も行った。

� 調査の経過

本調査は「平成３０～３３年度重要遺跡確認調査実施要領」に基づき、平成３０年４月２４日（火）に道教

委文化財・博物館課との協議を経て計画した。

現地調査は準備期間も含め、８月３０日～９月２２日の間で実施した。調査に先行する８月２８日（火）・

２９日（水）には基準点測量と基準方眼杭の設置を㈱シン技術コンサルに委託して行った。調査員は８

月３０日から現地に赴き、環境整備や作業準備を行った。また、湧別町教育委員会からは器材置き場と

して使用するテントなどの借用をはじめ、多大なご協力を頂いた。

本調査の体制は調査員３名・作業員５名、期間は平成３０年９月３日（月）～２２日（土）（１３日間）

で、その内容は主に測量調査と写真撮影である。期間中北海道胆振東部地震が発生し、その影響で生

じた全道的な停電により２日間の調査中断を余儀なくされたが、天候に恵まれたこともあり、計画通

り期間内で竪穴詳細測量を完了することができた。

２ 遺跡周辺の環境

� 遺跡の立地（図Ⅱ－１・２）

川西２遺跡は湧別町川西地区に所在し、同地区は町域最北西部にあたり北はオホーツク海に面して

いる。遺跡は東を湧別川と支流のセンサイ川、西をシブノツナイ湖に挟まれた低平な舌状台地の先端

部に立地している。センサイ川は現在河川改修工事により直線的な流路に変更されて遺跡の８００ｍほ

ど東で海岸砂丘に到っているが、改修以前は複雑に蛇行し遺跡のすぐ東側を流れていたことが昭和４０

年発行の国土地理院地図２万５千分の１「中湧別」や昭和２８年撮影空中写真に記録されている。

遺跡はセンサイ川左岸、標高５～５．５ｍの台地上に立地する。周囲にはセンサイ川及び湧別川によっ

て形成されたとみられる河跡沼や湿地帯が標高２．５ｍ以下の範囲に広がっており、竪穴群と現在の海

岸線との距離もおよそ４００ｍと近い。

遺跡が主に形成されたと考えられるオホーツク文化後半期及び擦文文化期は温暖な「平安海進」の

時期にあたり、海水面の２ｍ以上の上昇が指摘されており（赤松ほか１９９８）、湖沼面積も現在より広

かったと考えられている（右代１９９９）。本遺跡も段丘東側に湖沼や河川、北側に海岸線が迫る、水辺
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図Ⅱ－２ 川西地区三遺跡の竪穴分布
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に接した環境であった可能性が考えられる。こうした周辺環境の正確な復元については、今後地質調

査などを実施して確認していく必要があるだろう。

遺跡の現況は雑木に覆われた林地であり、地権者によればこのあたりは、戦前は軍馬の育成牧場、

戦後は牛の放牧場として利用された後、長く放置され現在に至っている。遺跡の西側にはシブノツナ

イ町営牧野に通じる道路が作られており、戦後農協が道路拡幅工事を行った際に竪穴の一部が埋めら

れた様子が認められる。但し遺跡全体の遺存状況は良好で、竪穴が現存する範囲については大きな地

形の改変などは行われずに保存されているようである。

� 周辺の遺跡（図Ⅱ－１）

湧別町では平成３０年４月現在で５６か所の遺跡が登載されている。本遺跡が所在する川西地区には４

か所の遺跡（川西２遺跡、シブノツナイ竪穴住居群、川西遺跡、川西オホーツク遺跡）があり、この

内、北からシブノツナイ竪穴住居群、川西２遺跡、川西オホーツク遺跡がセンサイ川左岸沿いに位置

する。これら３か所の遺跡は４００ｍほどの間隔で連なり、各遺跡とも竪穴群がみられることから、昭

和４１年調査時には一連の遺跡と認識されていた。

シブノツナイ竪穴住居群は昭和３８年に網走市立郷土博物館の米村哲英氏、昭和４１年に北海道大学大

場利夫氏により調査が行われ、５か所の擦文文化期の竪穴住居跡が発掘されている。また、平成２７～

２９年度には北海道立埋蔵文化財センターが測量調査を実施し、竪穴５３０か所の詳細分布図を作成した。

さらに、湧別町教育委員会が所蔵するシブノツナイ竪穴住居群出土の擦文文化後期を主体とする遺物

についても写真撮影・図化などの資料化を行っている。

川西オホーツク遺跡は昭和３５年及び平成３～５年に発掘調査が行われている。昭和３５年の調査は米

村喜男衛氏により「川西遺跡」として実施され、オホーツク文化期の竪穴２軒と擦文文化期の竪穴１

軒を発掘し、オホーツク文化期の住居跡からは骨牙製とみられるクマや海獣の彫像が出土している。

平成３～５年の調査は道立北方民族博物館が実施し、オホーツク文化期の竪穴９軒（内１軒は昭和３５

年調査竪穴）を発掘し、貼付浮文を主体とするオホーツク式土器、黒曜石製石器、銛先・骨刀を含む

骨角器などが出土している。

また、シブノツナイ湖西側の段丘上には沼の上遺跡、シブノツナイ遺跡が位置する。後者は縄文時

代前期後半のシュブノツナイ式土器の標識遺跡であるが、擦文文化期の遺物も確認されている。また、

シブノツナイ湖の南西側にはシブノツナイ川の段丘上にシブノツナイ２遺跡が立地しており、平成２５

年度に公益財団法人北海道埋蔵文化財センターによって調査が行われ、縄文時代前期後半から中期の

遺物の出土が報告されている（北埋調報３１６）。湧別川の右岸側に位置する湧別市川遺跡は縄文時代早

期の石刃鏃文化の遺跡として著名であり、北海道大学（昭和３３年）、札幌大学（昭和４８年）、湧別町教

育委員会（昭和４９・５９年）、東京大学（平成２５年）が発掘調査を実施している。

� 北海道東部の竪穴住居跡群調査について

北海道教育員会では北海道東部を中心に分布する窪みで残る竪穴群について、将来的な世界文化遺

産登録も視野に入れた積極的な保存及び活用を推進するため、平成２７年度より「北海道東部の竪穴住

居跡群調査」を進めている。その中で重要遺跡確認調査は「個別調査」に位置付けられ、北海道教育

委員会が主催する「北海道東部の竪穴住居跡群調査懇談会」で調査成果などを報告し、調査方針の指

導・助言を受けている。また北海道立埋蔵文化財センターではこうした調査活動に連動して、道東地

域所在の市町村教育委員会や博物館などが主催する一般市民向け講座・講演会などにも積極的に協力
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し、道東部竪穴群の普及・啓蒙を推進している。

３ 調査の方法

� 測量調査（図Ⅱ－３）

ア．基準点測量と基準方眼杭の打設

基準点測量作業は㈱シン技術コンサルに委託し、基準点（８箇所）と基準方眼杭（２０箇所）の打設、

水準測量を実施した。基準点はGNSS測量による３級を２箇所（H３０T１・H３０T２）、トラバース測量

による４級を６箇所（H３０T３～H３０T８）打設した。水準測量は遺跡南側に位置する一等水準点を使

用した。

図Ⅱ－３ 測量基準点の位置（１：１８００）
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今年度設置した杭の座標値（全て世界測地系ⅩⅡ系）は次のとおりである。

〈基準点測量〉

H３０T１（X＝２７４６３．１２３ Y＝１０６２７１．６３２） H３０T２（X＝２７６１４．３７３ Y＝１０６３２９．７６３）

H３０T３（X＝２７４７２．３３１ Y＝１０６１８７．３１８） H３０T４（X＝２７５１１．３２５ Y＝１０６１５５．５６３）

H３０T５（X＝２７５５８．２１８ Y＝１０６１５０．１４８） H３０T６（X＝２７６１７．１３４ Y＝１０６１４６．１６７）

H３０T７（X＝２７６８２．４９４ Y＝１０６１７２．３７７） H３０T８（X＝２７７０５．４３８ Y＝１０６２０１．３１６）

〈基準方眼杭〉

杭の名称は「南北ライン－東西ライン」で表され、当該名称は基準杭北東側の調査区（グリッド）

の名称となっている。

１３�１６（X＝２７５６０．０００ Y＝１０６１３０．０００） １３�２２（X＝２７６２０．０００ Y＝１０６１３０．０００）

１４�１２（X＝２７５２０．０００ Y＝１０６１４０．０００） １４�１４（X＝２７５４０．０００ Y＝１０６１４０．０００）

１４�１８（X＝２７５８０．０００ Y＝１０６１４０．０００） １４�２４（X＝２７６４０．０００ Y＝１０６１４０．０００）

１５�１０（X＝２７５００．０００ Y＝１０６１５０．０００） １５�２０（X＝２７６００．０００ Y＝１０６１５０．０００）

１６�１４（X＝２７５４０．０００ Y＝１０６１６０．０００） １６�１６（X＝２７５６０．０００ Y＝１０６１６０．０００）

１６�１８（X＝２７５８０．０００ Y＝１０６１６０．０００） １６�２０（X＝２７６００．０００ Y＝１０６１６０．０００）

１６�２２（X＝２７６２０．０００ Y＝１０６１６０．０００） １６�２６（X＝２７６６０．０００ Y＝１０６１６０．０００）

１７�１２（X＝２７５２０．０００ Y＝１０６１７０．０００） １７�２４（X＝２７６４０．０００ Y＝１０６１７０．０００）

１７�２７（X＝２７６７０．０００ Y＝１０６１７０．０００） １８�９（X＝２７４９０．０００ Y＝１０６１８０．０００）

１８�１１（X＝２７５１０．０００ Y＝１０６１８０．０００） １８�２９（X＝２７６９０．０００ Y＝１０６１８０．０００）

イ．竪穴詳細測量の方法

竪穴の詳細測量は平成２７～２９年度にシブノツナイ竪穴住居群で実施した方法を踏襲し、トータルス

テーションを用いた。測量作業は４名の作業員を２名ずつ２班に分け、各班で機械操作とターゲット

保持の役割分担をした。また日々の測量作業記録として作業日時、対象（竪穴番号など）、測量種類

（記録レイヤ番号）、測量内容（上端・下端など）、使用基準杭、後視点、機械高、ミラー高、測点数

などの情報を野帳に記載した。

詳細測量は基本的に、上端ライン（２０か所）、下端ライン（１０か所）および下面端点（最も低いと

ころ１点）を記録することとしたが、測点数は状況に応じて変更した場合もある。方形の上端測点は、

四つ角の頂点と各近接する２点（計１２点）、及び各頂点間の２点（計８点）を基本とした。円・楕円

形の測点は概ね均等に配置しつつ形状を把握できるように心掛けた。

また任意の竪穴について断面図（エレベーション図）の測量を行った。測量方法は竪穴の中央部を

通る２本の直交ラインを、メジャーを設置して示し、トータルステーションを用いて５０～１００�間隔
で計測した。

このほか、竪穴観察で「下端の凹み」が認められた場合も測量を行った。「下端の凹み」は遺構略

称を「HP」とし、上端形状測量と最深部１点の端点測量を行った。付属遺構名称は竪穴単位で連続

番号を付した。

ウ．測量データの管理

測量したデータは日中の作業終了後、毎日ハードディスクに転送・保管し、上記した野帳の作業記

録と照合してデータに遺漏がないかを確認した。さらに遺跡管理システム（株式会社シン技術コンサ

ル）を用いてコンピュータ上で図面展開し、測量内容に異常がないかを確認した。異常がみられた場

合は隋時原因を確認して翌日の作業に支障が出ないよう努め、再測量の指示と作業点検の励行などを

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査
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規模（面積基準） 長軸目安 分類

５㎡未満 ２ｍ前後 極小

５～１０㎡未満 ３ｍ前後 小

１０～３０㎡未満 ４～５ｍ前後 小－中

３０～５０㎡未満 ６～７ｍ前後 中

５０～７０㎡未満 ８ｍ前後 中－大

７０～９０㎡未満 ９ｍ前後 大

９０～１１０㎡未満 １０ｍ前後 特大

１１０㎡以上 １１ｍ前後 超特大

深 さ 分類

０．３ｍ未満 特に浅い

０．３～０．５ｍ未満 浅い

０．５～０．８ｍ未満 やや深い

０．８～１．０ｍ未満 深い

１．０ｍ以上 特に深い

表Ⅱ－１ 竪穴規模の分類 表Ⅱ－２ 竪穴深さの分類

行った。

� 竪穴観察

ア．竪穴の認定

竪穴の認定には、下端中央部付近に４～５か所程度ピンポールを刺し一定の深さが確認されたもの

を認定する方法を用いた。５０�以上の明瞭な窪みをもつ竪穴では３０～４０�程度ピンポールが刺さる状
況が普遍的にあり、また竪穴外の平坦面では２０�程度しか刺さらなかった。このため認定は下端から
深さ３０�以上ピンポールが刺さるかを判断基準とした。
イ．観察項目

竪穴の詳細測量と並行し「平面形状」、「下端盛土」、「下端凹み」、「下端礫」、「埋没礫」、「掘上げ土

投げ込み」について観察・記録した。

「平面形状」は竪穴構築時期の推定を目的として、円形（楕円形）、柄鏡形、多角形、方形（長方

形）のいずれかに分類した。分類は現地観察・測量図面・写真の各情報から総合的に判断した。

「下端盛土」は盗掘もしくは発掘調査の排土の可能性がある大きさ数ｍほどの小規模な盛土で、シ

ブノツナイ竪穴住居群で確認されたため、本遺跡でも観察対象としたが、明確なものはみられなかった。

「下端凹み」は大きさ０．５ｍ前後で主に方形を呈する凹みで、下面中央付近に位置することが多く、

シブノツナイ竪穴住居群の調査成果から盗掘坑の可能性を想定している。また凹み範囲については

トータルステーションによる測量を実施した。

「下端礫」は大きさ１０～４０�程度の礫の分布で、石組炉の礫の露出を想定している。また「埋没礫
は」下面中央付近をピンポールで４～５か所程度刺して埋没状況を確認した。

「掘上げ土投げ込み」は一方向の壁沿いに偏って分布する盛土で、近隣竪穴から掘上げ土が投げ込

まれた状況を想定している。記録は竪穴内の大まかな盛土分布範囲と推測される掘上げ土の排出竪穴

について行い、竪穴間の新旧を考察する情報とした。

この他、「不明瞭」、「風倒木痕に近接する」など竪穴の認定に再検討を要するものについても記録

した。これらの情報は表Ⅱ－６確認竪穴一覧に記載した。

ウ．竪穴の属性分類について

竪穴の属性観察については、平面形状、規模、深さの３項目に関して分類を行い集計した。平面形

の分類は略形状である円形・方形・多角形の３形状とした。規模・深さの分類内容については表Ⅱ－

１・２に示した。

重要遺跡確認調査報告書第１４集
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� 写真撮影

現地での写真撮影にはデジタルカメラ（シグマ dp０クワトロ及びソニーDSC�RX0）を使用した。

� 関連資料調査

関連資料調査は湧別町郷土資料館所蔵の遺物を対象に行った。

遺物は川西２遺跡に隣接する畑地で表面採集された土器片で、分類・観察、図化、写真撮影を行い、

本書に掲載した。

４ 調査の成果

� 測量成果

本年度は測量を主体に調査を実施した。具体的には竪穴詳細測量、断面状況測量、地形測量で、測

量成果を図Ⅱ－４～６（平面図）・１１～１７（エレベーション図）に図示した。また竪穴の規模と観察

結果について表Ⅱ－６「確認竪穴一覧」に掲載した。竪穴規模は遺跡管理システム上に展開した測量

図面から計測し、さらに得られた計測値や属性を遺跡管理システムの台帳に追加入力することで属性

別分布の図面展開を可能とした。

本年度確認した竪穴の総数は１０２か所で、センサイ川によって形成された段丘崖縁辺部に沿って張

り付くように、南北約２５０ｍ×東西約５０ｍの範囲のうち約８，５００㎡に密集する。現地調査では竪穴分布

がさらに広がる可能性を想定し、主にシブノツナイ竪穴住居群との間の周辺踏査を行ったが新たな竪

穴の分布を確認することはできなかった。少なくとも遺跡の北西側に竪穴が広がる可能性は低く、シ

ブノツナイ竪穴住居群の竪穴群とは不連続であると考えられる。また周辺状況からも、今後川西２遺

跡の竪穴数が１０２か所から大きく増加することはないと思われる。

川西２遺跡の竪穴群が立地する台地上は西から東、南から北への非常に緩やかな傾斜があるものの、

概ね平坦で、現地で傾斜を感じることは殆どない。東側の段丘崖下は低湿部であり一部畑地に利用さ

れている。台地と低湿部との比高は２．５～３．５ｍほどで、東－西２０ライン付近で最も差が大きい（図Ⅱ

－４）。また竪穴分布範囲の北側では徐々に台地が低くなり低湿部との比高が小さくなっている。

竪穴の分布は東－西２０ラインで希薄になるため南北に分離することができ、「北エリア」と「南エ

リア」に区分した。本節２項「竪穴観察」で詳述するが、南北で異なる特徴が認められる。北エリア

は円形・方形、規模４～５ｍ、深さ０．５ｍ未満の小型で浅いものを主体とし、分布密度が相対的に低

い。南エリアは方形・多角形、規模６～８ｍ、深さ０．５ｍ以上の大型で深めのものを主体とし、分布

密度が相対的に高い。南北で対照的な内容がみられる。

� 竪穴観察

属性別の集計結果について傾向を確認し、さらに各属性の分布状況を観察する。

ア．属性別集計結果

形状・規模・深さの項目について集計を行った。上述のように南北で分布傾向の違いが看取できる

ことから、「遺跡全体」・「北エリア」・「南エリア」に区分し、集計結果を表Ⅱ－３と図Ⅱ－７に示し

た。以下、遺跡全体と各エリア別に時期推定が可能な「形状」を中心に詳述する。

【遺跡全体】

形状は円形と方形が主体で、それぞれ４割ほどを占める。多角形は２割程度だが２１軒と一定数存在

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査
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図Ⅱ－４ 川西２遺跡竪穴分布状況（全体 １：１３００）
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図Ⅱ－５ 竪穴詳細分布図（北エリア １：６５０）
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図Ⅱ－６ 竪穴詳細分布図（南エリア １：６５０）
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する（図Ⅱ－７－１）。規模は円形が小－中型（４～５ｍ）以下のもの、多角形・方形が中型（６～

７ｍ）以上のものを主体としている。深さは円形が０．５ｍ未満の浅いもの、方形が０．５ｍ以上の深いも

のが多く、多角形は０．５ｍ以上の深いもので占められる（図Ⅱ－７－２）。このため遺跡は主に縄文時

代・続縄文文化期（円形）と擦文文化期（方形）に形成され、オホーツク文化期（多角形）にも集落

が営まれた可能性がある。また続縄文文化期以前は小型で浅い竪穴を、オホーツク文化期と擦文文化

期には大型で深い竪穴を構築したことが考えられるが、前者は埋没が進行したことが関係しているか

もしれない。

【北エリア】

形状は円形が主体で６割以上におよび、次いで方形が３割ほどを占める。多角形は１割未満と少な

く後述のように本エリアの南端に分布する（図Ⅱ－８）。このため多角形は南エリアに連続するもの

で北エリアでは分布が希薄である。

規模は主体となる円形では長軸５ｍ以下の小～小－中型が大半を占める。方形は小－中型～大型ま

でみられ多様だが、やはり円形と同様に５ｍ以下の小－中型が多数を占める（図Ⅱ－７－３）。

深さは円形・多角形とも規模に比例して深くなる傾向がみられ、小型が主体なことから浅いものが

多い。対して方形は大きさに関わりなく浅いものが主体で特徴的である（表Ⅱ－３・図Ⅱ－７－５）。

区域全体では円形が多く、規模５ｍ以下の小ぶりで、深さ０．５ｍ未満の浅めの竪穴が主体であり、

北エリアを特徴づけている。

【南エリア】

形状は方形が主体で５割近くを占め、円形と多角形が３割弱ずつみられる。上述した北エリア南端

の多角形竪穴を考慮すれば、多角形２１軒は遺跡南半部にまとまる。

規模は主体となる方形と多角形で６ｍ以上の中～中－大型が大半を占めている。円形は５ｍ以下の

小－中以下が多く、北エリアと同様の傾向が認められる（図Ⅱ－７－４）。

深さは全ての形状で規模と比例して深くなる傾向が認められ（表Ⅱ－３）、区域全体としては「や

や深い」以上（深さ０．５ｍ～）のものが主体となり、０．８ｍ以上も多数みられる（図Ⅱ－７－６）。

区域全体では方形・多角形が多く、規模６ｍ以上の大ぶりで、深さ０．５ｍ以上の深めの竪穴が主体

となり、南エリアを特徴づけている。

イ．属性別分布状況

形状・規模・深さの属性ごとに分布状況を観察した（図Ⅱ－８～１０）。

【形状別分布】

円形は大きく南北エリアに分かれて分布している。北エリアでは東－西２５ライン付近に極小～中型

が密集して分布する。対して南エリアでは同規模のものがやや散発的な分布をみせる。

多角形は東－西２０ライン付近以南に特徴的に分布する。

方形は大まかに①東－西２５ライン以北、②東－西１５～２０ライン付近、③東－西１５ライン以南の３つ

のまとまりに区分が可能である。各まとまりとも竪穴同士が非常に近接し、特に②の段丘縁付近では

南北に連なる特徴的な分布が認められる。

【規模別分布】

規模別の分布状況を形状ごとに色分けをして示した（図Ⅱ－９）。

「極小・小型」は全て円形で、全体に散発的な分布だが、東－西１５・２５ライン付近に小規模にまと

まる（図Ⅱ－９－１）。

「小－中型」は円形と方形が主体で、両形状とも南北に広く分布する。特に円形のものが北エリア

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査
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特に浅い
（～０．３m）

浅い
（０．３～０．５ｍ）

やや深い
（０．５～０．８ｍ）

深い
（０．８～１．０ｍ）

特に深い
（１．０ｍ～）

総 計
軒 数 形状内比率 全体比率

北

エ

リ

ア

円

形

極小 （２ｍ前後） １ １ ４．５％ ２．８％
小 （３ｍ前後） ２ １ ３ １３．６％ ８．３％
小－中（４～５ｍ前後） １ ９ ２ １２ ５４．５％ ３３．３％
中 （６～７ｍ前後） ３ ３ ６ ２７．３％ １６．７％

計 ４ １３ ５ ２２ １００．０％ ６１．１％

多
角
形

小－中（４～５ｍ前後） １ １ ３３．３％ ２．８％
中 （６～７ｍ前後） １ １ ３３．３％ ２．８％
中－大（８ｍ前後） １ １ ３３．３％ ２．８％

計 １ １ １ ３ １００．０％ ８．３％

方

形

小－中（４～５ｍ前後） ４ ２ ６ ５４．５％ １６．７％
中 （６～７ｍ前後） １ ２ ３ ２７．３％ ８．３％
中－大（８ｍ前後） １ １ ９．１％ ２．８％
大 （９ｍ前後） １ １ ９．１％ ２．８％

計 ７ ４ １１ １００．０％ ３０．６％

北 エ リ ア 計
４ ２０ １０ １ １

３６ ３５．３％
１１．１％ ５５．６％ ２７．８％ ２．８％ ２．８％

南

エ

リ

ア

円

形

極小 （２ｍ前後） １ １ ５．６％ １．５％
小 （３ｍ前後） １ ２ ３ １６．７％ ４．５％
小－中（４～５ｍ前後） ４ １ ２ ７ ３８．９％ １０．６％
中 （６～７ｍ前後） ２ ３ １ ６ ３３．３％ ９．１％
中－大（８ｍ前後） １ １ ５．６％ １．５％

計 ５ ６ ６ １ １８ １００．０％ ２７．３％

多
角
形

中 （６～７ｍ前後） ５ ６ １ １２ ６６．７％ １８．２％
中－大（８ｍ前後） ３ １ ４ ２２．２％ ６．１％
大 （９ｍ前後） ２ ２ １１．１％ ３．０％

計 ５ ９ ４ １８ １００．０％ ２７．３％

方

形

小－中（４～５ｍ前後） １ ６ ７ ２３．３％ １０．６％
中 （６～７ｍ前後） １ ７ ７ １ １６ ５３．３％ ２４．２％
中－大（８ｍ前後） ４ ４ １３．３％ ６．１％
特大 （１０ｍ前後） １ １ ３．３％ １．５％
超特大（１１ｍ前後） １ １ ２ ６．７％ ３．０％

計 ２ １４ １２ ２ ３０ １００．０％ ４５．５％

南 エ リ ア 計
５ ８ ２５ ２２ ６

６６ ６４．７％
７．６％ １２．１％ ３７．９％ ３３．３％ ９．１％

遺

跡

全

体

円

形

極小 （２ｍ前後） １ １ ２ ５．０％ ２．０％
小 （３ｍ前後） ３ ３ ６ １５．０％ ５．９％
小－中（４～５ｍ前後） ５ １０ ４ １９ ４７．５％ １８．６％
中 （６～７ｍ前後） ５ ６ １ １２ ３０．０％ １１．８％
中－大（８ｍ前後） １ １ ２．５％ １．０％

計 ９ １９ １１ １ ４０ １００．０％ ３９．２％

多
角
形

小－中（４～５ｍ前後） １ １ ４．８％ １．０％
中 （６～７ｍ前後） ５ ７ １ １３ ６１．９％ １２．７％
中－大（８ｍ前後） ３ ２ ５ ２３．８％ ４．９％
大 （９ｍ前後） ２ ２ ９．５％ ２．０％

計 ６ １０ ５ ２１ １００．０％ ２０．６％

方

形

小－中（４～５ｍ前後） ５ ８ １３ ３１．７％ １２．７％
中 （６～７ｍ前後） ２ ９ ７ １ １９ ４６．３％ １８．６％
中－大（８ｍ前後） １ ４ ５ １２．２％ ４．９％
大 （９ｍ前後） １ １ ２．４％ １．０％
特大 （１０ｍ前後） １ １ ２．４％ １．０％
超特大（１１ｍ前後） １ １ ２ ４．９％ ２．０％

計 ９ １８ １２ ２ ４１ １００．０％ ４０．２％

総 計
９ ２８ ３５ ２３ ７

１０２ １００．０％
８．８％ ２７．５％ ３４．３％ ２２．５％ ６．９％

表Ⅱ－３ 竪穴集計結果
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図Ⅱ－７ 竪穴属性集計結果
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の東�西２５ライン付近にまとまってみられる（図Ⅱ－９－２）。
「中型」は円形が北エリアの東－西２５ラインに、方形と多角形が南エリアにまとまる。方形と多角

形では前者が段丘縁付近、後者が段丘縁からやや離れた微高地に多く分布する傾向がある。特に多角

形は東�西１５ライン前後にまとまってみられる（図Ⅱ－９－３）。
「中－大型」は方形と多角形が主体で南エリアに多く分布し、特に方形は東－西１５ライン付近に３

軒がまとまってみられる。多角形は２０～３０ｍほどの間隔で南北に連なるように分布し、中型よりも段

丘縁側に位置する特徴がみられる（図Ⅱ－９－４）。

「大～超特大型」は方形と多角形のみで、主に東－西１５ライン以南にまとまってみられる。方形は

段丘縁からやや離れた標高５．５ｍ前後の微高地に、多角形は段丘縁辺に位置している（図Ⅱ－９－５）。

多角形は中�大型よりもさらに段丘縁側に位置し、全体として相対的に大きいものが段丘縁に近い
範囲を選択する傾向が看取できる。対して方形は大～超特大が段丘縁から離れた南西側の微高地に位

置する様子がみられ、規模別の分布傾向は形状により異なることが指摘できる。

さらに方形については、北エリアにも中－大型と大型の周辺竪穴のなかで大きいものが近接して分

布する様子が注目される（竪穴７９・８４）。同様に南部でも超特大・特大の２軒が近接する状態があり、

大きな竪穴のまとまりが南北に配置される状況がみてとれる。

【深さ別分布】

規模別の分布状況を形状ごとに色分けをして示した（図Ⅱ－１０）。

「特に浅い」は円形の極小～小－中型で占められ、分布は遺跡全体に散発的に認められる。

「浅い」は北エリアの円形・方形が主体で、特に東－西２５ライン以北に密に分布する。円形が北エ

リア内南側、方形が北側に位置する傾向がある。南エリアでは円形と方形が散発的に分布している。

「やや深い」は規模の中型に該当するものが多数を占め、その分布傾向に近い。遺跡全体では主に

図Ⅱ－８ 形状別竪穴分布状況

重要遺跡確認調査報告書第１４集
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図Ⅱ－９ 規模別竪穴分布状況
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図Ⅱ－１０ 深さ別竪穴分布状況
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被掘上げ土投げ込み竪穴の形状
総 計

円 形 多角形 方 形

掘り上げ
土排出竪
穴の形状

円 形 ２ １ １ ４

多角形 １ １

方 形 １ ３ ６ １０

総 計 ３ ４ ８ １５

表Ⅱ－４ 掘上げ土竪穴の関係

東－西２５ライン以南の分布となり、浅いものに比べ南側に位置する傾向がある。北エリアでは円形・

方形の浅い～やや深いが東－西２５ライン前後にまとまり、同区域の特徴となっている。南エリアでは

浅いものに比べやや深いものが増加しており多角形・方形が目立つ。

「深い」・「特に深い」は規模中型以上の多角形・方形で主に構成される。東－西２０ライン以南に

分布がほぼ限定され、深い竪穴が南エリアの特徴となっている。また、特に深いものはさらに東－西

１５ライン以南にまとまるため、深いものほど南側に偏る傾向が指摘できる。

ウ．竪穴断面形状

竪穴のエレベーション図を図Ⅱ－１１～１７に示した。深さを中心に観察していく。上述のように深さ

は竪穴規模に比例する傾向あり、断面形状も概ね相似形で認められるが、大型で深いものほど下端面

から壁面への立ち上がりが明瞭になるなどの様子がみられた。埋没状況が影響していることが考えら

れる。

「特に浅い」は竪穴９３（図Ⅱ－１３）で観察できるように皿状を呈し、窪みがやや不明瞭なものを含

んでいる。

「浅い」は竪穴８０・８６（図Ⅱ－１１・１２）で観察できるように皿状から浅鉢状を呈し緩やかな窪みと

して認められる。

「やや深い」は図Ⅱ－１１～１６で観察できるように、浅鉢状を呈し壁面の立ち上がりの様子が認めら

れるようになる。

「深い」・「特に深い」は中型以上の多角形・方形が主に該当し、図Ⅱ－１４～１７で観察できるよう

に下面から壁面の立ち上がりが明瞭に観察できるようになる。また竪穴６（図Ⅱ－１６）や竪穴３３（図

Ⅱ－１５）の様に中型で特に深いボウル状のものも認められる。

エ．掘上げ土の投げ込み状況

一部の竪穴において、竪穴の一方の壁に偏って堆積する盛土状の高まりを確認した。同様の状況は

過年度調査のシブノツナイ竪穴住居群でも認められ、近接竪穴から排出された掘上げ土の投げ込みと

捉えた（重要遺跡確認調査報告書１３集）。本報告でも同様に、掘上げ土の分布状況から排出竪穴を推

測して竪穴間の新旧関係を把握した。掘上げ土の投げ込みは遺跡全体で１３か所（排出と被投げ込みの

関係は１５例）確認され、観察結果を表Ⅱ－４と図Ⅱ－１８に示した。

分布は南エリアに集中的にみられ、主に中型以上の竪穴で観察される。形状間の関係では、方形か

ら方形もしくは他の形状に排出された例が最も多く１０例あり、特に方形→方形、方形→多角形への投

げ込みが目立つ。方形が最も新しい擦文文化期の所産である想定と整合する。また円形→円形も２例

みられ、１５例中１２例については形状から推測される竪穴構築時期と整合的である。但し、整合しない

例（円形→方形［竪穴１４→１５］、円形→多角形［竪穴９４→２７］、多角形→方形［竪穴３２→２７］）も少数

みられ、排出竪穴や平面形状判断の誤認などが原因と考えられる。

埋没礫 下面礫 総 計

円 形 2 1 3

多角形 1 1 2

方 形 1 1

総 計 4 2 6

表Ⅱ－５ 礫確認竪穴と竪穴形状

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査

21



図Ⅱ－１１ 竪穴エレベーション図（１）
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図Ⅱ－１２ 竪穴エレベーション図（２）
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図Ⅱ－１３ 竪穴エレベーション図（３）
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図Ⅱ－１４ 竪穴エレベーション図（４）
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図Ⅱ－１５ 竪穴エレベーション図（５）
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図Ⅱ－１６ 竪穴エレベーション図（６）
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図Ⅱ－１７ 竪穴エレベーション図（７）

重要遺跡確認調査報告書第１４集

28



規模間の関係には特に規則性などは見出せないが、近接する超特大方形竪穴間で投げ込み関係がみ

られ（竪穴２２→２６）、近接位置に同規模の建て替えを行ったことが考えられる。また、投げ込み方向

についても明瞭な規則性は見出し難い。

このほか、平面形が歪な台形や多角形を呈するものの一部は掘上げ土の影響による変形と認められ

る。

オ．礫の分布と埋没状況

竪穴下面の礫分布と竪穴覆土に埋没する礫の確認を行い、集計結果を表Ⅱ－５に、該当竪穴を表Ⅱ

－６に示した。これらからは石組み炉の存在が想定できる。竪穴下面に露出する礫は円形（竪穴４）

と多角形（竪穴４７）にみられ、いずれも４０�ほどの大きさであった。ただし竪穴４の礫は道路の客土
に関連する疑いがある。

覆土下の埋没礫は円形が２例（竪穴８５・９７）、多角形が１例（竪穴３２）、方形が１例（竪穴１８）みら

れた。多角形はオホーツク文化の竪穴の可能性があり、同時期の竪穴に石組み炉が普遍的に伴うこと

がこれまでの調査により確認されている。

方形で石組み炉を伴う場合、トビニタイ文化の竪穴が想起されるが、オホーツク海沿岸における同

文化の竪穴の確認例は常呂川下流域が北限とされている（村本・榊田２０１８）。しかし詳細不明資料で

はあるが、本遺跡が所在する川西地区でトビニタイ式土器１点が採取されており、湧別川下流域での

トビニタイ文化集団と擦文文化集団の交流が行われていたと考察されている（榊田２００９）。本遺跡の

方形住居については今後時期特定を目的とした調査が必要と考えられる。

� 関連資料調査

今年度は、湧別町教育委員会が所蔵する１９８９年の採集資料の調査を行った。対象資料は、当時の紋

別市立郷土博物館学芸員佐藤和利氏によって採集されたものである。ポリ袋に収納されており、袋に

は黒インクで「８９・１１・１３（指定地裏 東端起耕地）湧別シブノツナイ．表採」と記入されている。

この記載から、採集地はシブノツナイ竪穴住居群や川西２遺跡の立地する台地の東端にあった畑地、

すなわち、川西２遺跡の南～南西に隣接して現在も利用されている畑地と推定される。

袋には土器片１１点が水洗・注記されて収納されていた。注記はすべて、「シブノツナイ ８９１１１３」

である。注記の保護のためにラッカーを塗布した後、全点について拓影図・断面図の作成および写真

撮影を行った（図Ⅱ－１９、図版６－３）。

資料はすべて、続縄文文化期の後北C２・D式土器である。１～３は口縁部の破片。１は口縁部に

３条、２は２条、３は１条の貼付文が巡る。貼付文上の刻みは、１・３では摩耗のため判然としない

が、明瞭には認められない。３の貼付文には刻みはない。２は突起と表現したがあるいは平縁かもし

れない。口唇に刻みがある。

４～１０は胴部破片。４・５の文様帯は微隆起線を伴う帯縄文によって構成される。４は文様帯の下

端が刻みのある貼付文で区画される。６～１０にはいずれも微隆起線や帯縄文が施される。６は５の同

一個体とみられる。９は平面形が三角形の列点文が加えられる。

１１は無文の底部ぎわの破片。内面の底部と胴部の変換部は、浅く溝状にくぼんでいる。

今回の資料は断片的なものではあるが、口縁部に刻みのない貼付文が巡ること、文様帯が微隆起線

を伴う帯縄文で構成されること、列点文が少ないこと等の要素は、熊木の「Ⅲ期」の特徴に該当して

おり（熊木２０１８）、道東部の後北C２・D式後半期の様相を示すものと考えられる。

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査
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図Ⅱ－１８ 掘上げ土投げ込み竪穴の分布（１：１１００）
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５ まとめ

� 測量成果と竪穴観察結果について

今年度の調査によって竪穴１０２軒を確認した。竪穴群はセンサイ川左岸の台地上にあり、段丘崖に

沿って南北約２５０ｍの範囲に細長く分布する。竪穴は円形（４０軒・３９．２％）、多角形（２１軒・２０．６％）、

方形（４１軒・４０．２％）がみられ各形状に著しい偏りはみられない。長期間に亘って断続的に集落が形

成された複合遺跡と捉えられる。

竪穴形状の全体の傾向として、円形は小型で浅いもの、多角形と方形は大型で深いものが多く認め

られるが、北エリアに分布する方形は浅く例外的である。分布では東－西２０ラインを境に北エリアと

南エリアに区分でき、竪穴の分布に異なる特徴を見出すことができる。以下、本章４節で確認した成

果をまとめる。

① 北エリアは円形・小－中～中型を主体とした竪穴群と、方形・小－中～中型を主体とした竪穴群

で構成され、いずれも深さ０．５ｍ未満の浅い竪穴が多数を占める。

② 南エリアは多角形・方形の中型以上の竪穴が主体で、いずれも深さ０．５ｍ以上の深い竪穴が多数

を占める。また両者が混在して分布する。

③ 円形は大きく南北に分布が分かれるが、特に北エリア東－西２５ライン付近に密に分布する。

④ 多角形は遺跡南部にまとまり、深いものが目立つ。

⑤ 多角形は規模の大きい竪穴ほど段丘縁に近い範囲に分布する傾向がある。

⑥ 方形は遺跡の北部・中央部・南部の３つのまとまりに分けられ、北部の竪穴は浅い特徴がみられ

る。

⑦ 方形は１０ｍ前後の大～超特大規模のものが南西側の微高地に分布する傾向がある。

⑧ 掘上げ土の投げ込みは方形から他形状および方形へ排出された例が大多数を占め、想定される竪

穴形状の時期と整合的である。

⑨ 方形住居には石組み炉と考えられる礫が埋没するものがあり、トビニタイ文化の竪穴の可能性が

指摘できる。

①・③からは北エリアの竪穴群が主に縄文時代～続縄文文化期に、②・④からは南エリアの竪穴群

が主にオホーツク文化期～擦文文化期に形成されたことが考えられ、南北エリアの竪穴構造の違いは

図Ⅱ－１９ 隣接地表採資料
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時期の違いに起因すると推測できる。またオホーツク文化期以降は深い構造の竪穴が主体となるとみ

られる。但し、⑥のように方形については南北エリアで深さに明瞭な違いがみられ、擦文文化期に異

なる構造の竪穴を南北に配置し利用した可能性がある。⑤・⑦からは多角形・方形は規模ごとに選地

して竪穴を構築し集落を構成した可能性が考えられるだろう。またオホーツク文化の竪穴は同地点で

の改築をする例が多くみられるため、地表面で観察できる内容よりもさらに複雑な様相となるとみら

れる。

上記の検討には各構造の竪穴の時期特定が必要であり、次年度以降発掘調査を実施する計画である。

� シブノツナイ竪穴住居群との比較

調査目的であるシブノツナイ竪穴住居群と川西２遺跡の関係検討のため、両遺跡の調査成果につい

て比較を行う。

ア．形状別の竪穴分布状況について

シブノツナイ竪穴住居群では円形竪穴が東側の一定範囲にまとまり、これを避けながらも遺跡全体

に方形竪穴が濃く分布する様子がみられた。川西２遺跡でも同様に、円形竪穴が北エリアの一定範囲

を占有し、方形竪穴が遺跡全体に広く分布する状況がみられる。両遺跡とも方形が多く主に擦文文化

期に集落が形成されたとみられ、川西オホーツク遺跡を含めた３遺跡の集落変遷の様相を明らかにす

ることが今後の課題となると考える。

川西２遺跡では多角形の竪穴が遺跡南部に良好にまとまって認められたが、シブノツナイ竪穴住居

群の多角形の分布は散発的で不明瞭であり、違いがみられる。むしろ川西オホーツク遺跡との関連が

注目され、海岸線より数百メートルほど内陸の台地上にオホーツク文化の集落が展開したことが考え

られる。川西２遺跡ではオホーツク文化の資料が得られていないため詳細な時期は不明であるが、川

西オホーツク遺跡では貼付浮文土器期の集落が良好に確認されている（北海道立北方民族博物館

１９９５）。該期は平安海進と呼ばれる温暖期にあたり、サロマ湖を例とした試算では８世紀と１０世紀を

図Ⅱ－２０ 遺跡周辺の海水面上昇シミュレーション（２．５ｍ上昇）
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ピークに２．１～２．６ｍの海水面上昇があったとされる（赤松１９９８、平井２００２）。図Ⅱ－１９は２．５ｍの海水

面上昇をシミュレーションしており、水域がせまる環境にオホーツク文化の集落が営まれたと考えら

れる。

イ．方形の特大・超特大竪穴について

【シブノツナイ竪穴住居群と川西２遺跡の様相】

シブノツナイ竪穴住居群では、１０ｍを超える特大・超特大の方形竪穴（以下、大竪穴）が１３軒みら

れ、２～３軒のまとまり（セット）が５～６単位、遺跡内の微高地を選択し構築した様子が復元され

た。これらは周辺の竪穴長軸方向が揃う小・中竪穴と併存して集落を形成したことが考えられ、単純

計算ではあるが２２軒に１軒の割合で大竪穴が存在している状況も把握できた。さらに近接する大竪穴

間で掘上げ土の投げ込みがみられたことから、セットとなる大竪穴は、並存もしくは近接範囲での建

て替えを示すものと推測できた。

川西２遺跡では南エリアを中心に８ｍ以上の方形竪穴が分布し、その中で特大・超特大の大竪穴が

若干ではあるが段丘縁から離れた南西部の微高地を選択した状況が窺える。また北エリアと南エリア

でそれぞれ２～３軒が近接する大竪穴の単位が認められ、北エリアでは５．５軒に１軒、南エリアでは

１３軒に１軒の割合で大竪穴が存在している。大竪穴間の掘上げ土の投げ込みについても南エリアで１

例認められた。

【竪穴の選地】

藤本強は擦文文化期の住居変遷について、主に常呂川下流域や天塩川流域の遺跡の観察を通して

「もっとも好適と考えられる位置に住居はまず作られ、次第に劣悪な条件の地に移っていく。」と指

摘している（藤本１９８１）。本調査に関わる２か所の遺跡については、大型住居が段丘縁からやや離れ

た微高地を選択する共通性が認められ、微高地を好適地として優先的に選地したことが推測される。

藤本が提示するような擦文住居の規制パターンが、本遺跡でも生じていた可能性が考えられる。

【大竪穴のセット】

大竪穴のセットが複数単位存在する様子が両遺跡に共通して認められた。両遺跡とも大竪穴を中心

に周辺の小・中竪穴が並存して集落が展開されたと推測できる。大竪穴間の距離であるが、シブノツ

ナイ竪穴住居群の例では１０～１０数ｍが多く、１０ｍ未満に近接するものに掘上げ土の関係があった。川

西２遺跡では大竪穴が近接する傾向があり、シブノツナイ竪穴住居群と同様に掘上げ土の関係もみら

れる。

藤本の提示する擦文住居の規制には「住居相互の距離は地形、前代の窪みの位置によっても違って

くるが、原則として住居の辺と等しいか一辺の２倍ぐらいの距離である。」とある（藤本１９８１）。シブ

ノツナイ竪穴住居群では多くに規制の距離が保たれ、同時併存の可能性がある。しかし近接するもの

については掘上げ土の関係が示すように、建替え（移築）が考えられる。川西２遺跡も近接と掘上げ

土から大竪穴は並存ではなく建替えと判断できる。そのため、一時期の集落構成は北エリアで小中５

～６軒に大１軒、南エリアでは小・中１０軒前後に大１軒と推測できる。いずれも詳細な発掘調査によ

り検証すべき事項ではあるが、予察的に可能性を指摘しておきたい。
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表Ⅱ－６ 確認竪穴一覧

竪穴
番号 平面形状 略形状

長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

面積
（㎡）

規模
深さ
（m）

深さ
エレベー
ション

下端
凹み

下端礫
埋没礫

掘上げ土
投げ込み

特 記 事 項 再検討要竪穴
所在
エリア

１ 方形 方形 ７．６（５．４）（３５．６） 中 ０．６７ やや深い 道路で西側が埋められ変形
東側段丘崖に接する 南エリア

２ 不整円形？ 円形 ６．０（４．２）（１９．７） 中 ０．３９ 浅い 道路で西側が埋められ変形 南エリア

３ 方形 方形 ６．６ ５．１ ３１．３ 中 ０．４７ 浅い 南エリア

４ 不整楕円形？ 円形 ８．８（４．５）（３０．９）中�大 ０．５０ やや深い 下端礫
４０�１点 道路で西側が埋められ変形 南エリア

５ 不明瞭な六角形 多角形 ９．５ ８．９ ６４．２ 大 １．２０ 特に深い 測量済 有 南エリア

６ 方形 方形 ７．５ ６．９ ４１．７ 中 １．０３ 特に深い 測量済 有 南エリア

７ 不明瞭な五角形 多角形 ７．４ ６．７ ４４．１ 中 ０．９１ 深い 測量済 南エリア

８ 方形 方形 ４．１ ３．９ １３．８ 小�中 ０．６０ やや深い 測量済 南エリア

９ 円形 円形 ５．０ ４．９ １８．６ 小�中 ０．５９ やや深い 南エリア

１０ 長方形 方形 ８．１ ６．７ ４４．７ 中�大 ０．９０ 深い 測量済 西壁にあり
竪穴１１からか 掘上げ土投げ込みにより変形か 南エリア

１１ 不明瞭な方形 方形 ７．６ ７．５ ５０．８ 中 ０．８７ 深い 有 南エリア

１２ 不明瞭な五角形 多角形 ７．０ ６．０ ３５．４ 中 ０．８０ 深い 東壁にあり
竪穴１１からか 南エリア

１３ 方形？ 方形 ６．１（４．８）（２２．９） 中 ０．６６ やや深い 道路で西側が埋められ変形 南エリア

１４ 円形 円形 ３．２ ３．１ １０．５ 小 ０．４４ 浅い 南エリア

１５ 六角形 多角形 ８．２ ７．３ ５１．４ 中�大 ０．９４ 深い 測量済 有 南壁にあり
竪穴１４からか 南エリア

１６ 楕円形 円形 （５．５）（４．０）（１６．７） 中 ０．５０ やや深い 北東壁にあり
竪穴１８からか 掘上げ土投げ込みにより変形か 南エリア

１７ 方形 方形 ４．９ ４．６ １７．９ 小�中 ０．６３ やや深い 東側段丘崖に接する 南エリア

１８ 方形 方形 ６．３ ６．１ ３１．８ 中 ０．８１ 深い
埋没礫？
下面から４０
�下

東側段丘崖に接する 南エリア

１９ 方形 方形 ６．５ ６．５ ３８．３ 中 ０．８０ 深い 測量済 南エリア

２０ 方形 方形 ７．５ ７．４（４２．９） 中 ０．６７ やや深い 測量済 北西壁にあり
竪穴２６からか 掘上げ土投げ込みにより変形か 南エリア

２１ 不明瞭な方形 方形 ６．３ ６．２（３０．８） 中 ０．７１ やや深い 東壁にあり
竪穴２０からか 掘上げ土投げ込みにより変形か 南エリア

２２ 方形～五角形 方形 １０．５ １０．４ １００．４ 特大 １．２５ 特に深い 測量済 有 南エリア

２３ 不明瞭な五角形 多角形 ６．４ ５．７ ３０．６ 中 ０．７１ やや深い 東壁にあり
竪穴２４からか 南エリア

２４ 方形 方形 ５．３ ４．４ ２０．２ 小�中 ０．５８ やや深い 南エリア

２５ 五角形 多角形 ７．７ ６．８ ４５．７ 中 ０．８２ 深い 測量済 有 南エリア

２６ 方形～五角形？ 方形 １２．２ １１．０（１０９．４）超特大 ０．９３ 深い 測量済 南西壁にあり
竪穴２２からか

埋没の影響か南側壁が段状と
なっている
掘上げ土投げ込みにより変形し
ている

南エリア

２７ 方形 方形 ７．７ ７．２ ４７．２ 中 ０．８９ 深い
北西壁にあり
竪穴３２・９４か
らか

南エリア

２８ 方形 方形 ５．０ ４．９ ２２．２ 小�中 ０．４７ 浅い 南エリア

２９ 五角形 多角形 ９．６ ９．１ ７２．８ 大 １．２６ 特に深い 下端面凹凸あり
東側段丘崖に接する 南エリア

３０ 楕円形 円形 ６．３ ４．６ ２１．１ 中 ０．５３ やや深い 南エリア

３１ 不明瞭な五角形 多角形 ８．８ ８．６ ６２．８ 中�大 １．１７ 特に深い 南エリア
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竪穴
番号

平面形状 略形状
長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

面積
（㎡）

規模
深さ
（m）

深さ
エレベー
ション

下端
凹み

下端礫
埋没礫

掘上げ土
投げ込み

特 記 事 項 再検討要竪穴
所在
エリア

３２ 不明瞭な五角形 多角形 ７．４ ７．０ ４２．２ 中 ０．８３ 深い
埋没礫？
下面から１５
�下

南エリア

３３ 不明瞭な五角形 多角形 ７．７ ７．４ ４７．９ 中 １．０１ 特に深い 測量済 下面中央やや盛り上がる 南エリア

３４ 方形 方形 ８．２ ７．９ ５６．４ 中�大 ０．９３ 深い 測量済 有 南エリア

３５ 方形～五角形？ 方形 ８．５ ８．１ ５９．７ 中�大 ０．９８ 深い 南西壁にあり
竪穴３４からか 南エリア

３６ 不明瞭な方形 方形 ５．１ ４．６ １９．１ 小�中 ０．６３ やや深い 南エリア

３７ 不明瞭な六角形 多角形 ６．６ ５．８ ３０．７ 中 ０．７８ やや深い 南エリア

３８ 円形～方形 円形 ６．９ ６．５ ３７．１ 中 ０．７０ やや深い 南エリア

３９ 方形 方形 ７．２ ７．２ ４４．５ 中 ０．７７ やや深い 南エリア

４０ 方形 方形 ６．２ ６．０ ３１．１ 中 ０．６４ やや深い 測量済 南エリア

４１ 不明瞭な五角形 多角形 ７．８ ７．４ ４７．４ 中 ０．８７ 深い 南エリア

４２ 不明瞭な五角形 多角形 ６．９ ６．７ ３７．３ 中 ０．６４ やや深い 測量済 南エリア

４３ 方形 方形 ８．７ ８．３ ６３．９ 中�大 ０．８４ 深い 南エリア

４４ 不明瞭な五角形 多角形 ７．３ ７．３ ４５．８ 中 ０．７０ やや深い 測量済 南エリア

４５ 不明瞭な五角形 多角形 ７．４ ７．１ ４７．１ 中 ０．８９ 深い 下端面凹凸あり 南エリア

４６ 方形 方形 ６．３ ６．２ ３４．３ 中 ０．８６ 深い 南エリア

４７ 五角形 多角形 ８．７ ８．６ ６１．０ 中�大 ０．９３ 深い 測量済 下端礫
４０×２０�１点 南エリア

４８ 長方形～
不明瞭な五角形 方形 ７．５ ５．５ ３５．７ 中 ０．８２ 深い 南エリア

４９ 方形 方形 ７．４ ６．９ ４６．０ 中 ０．８４ 深い 有 倒木あり
南壁突出部あり 南エリア

５０ 長方形 方形 ６．６ ５．６ ３１．４ 中 ０．６０ やや深い 南壁にあり
竪穴４９からか 掘上げ土投げ込みにより変形か 南エリア

５１ 不明瞭な五角形 多角形 ６．０ ５．５ ２６．９ 中 ０．７０ やや深い 測量済 南エリア

５２ 方形 方形 ５．２ ５．０ ２２．２ 小�中 ０．５３ やや深い 南エリア

５３ 不明瞭な五角形 多角形 ５．５ ５．１ ２１．６ 小�中 ０．５９ やや深い 北エリア

５４
不明瞭な五角形
～
方形

多角形 ８．６ ８．５ ６１．１ 中�大 １．１０ 特に深い 有 北エリア

５５ 楕円形 円形 ４．９ ３．７ １３．９ 小�中 ０．３２ 浅い 北エリア

５６ 不明瞭な五角形 多角形 ７．８ ７．３ ４８．６ 中 ０．８７ 深い 測量済 有 下端面やや凹凸あり 北エリア

５７ 楕円形 円形 ５．３ ４．６ １９．６ 小�中 ０．４７ 浅い 北エリア

５８ 方形～楕円形 方形 ５．７ ５．４ ２５．８ 小�中 ０．５３ やや深い 北エリア

５９ 方形 方形 ６．１ ５．８ ２９．７ 中 ０．６７ やや深い 北エリア

６０ 不整楕円形 円形 ４．３ ４．２ １４．４ 小�中 ０．３４ 浅い 北エリア

６１ 不整楕円形 円形 ６．３ ６．３ ３１．２ 中 ０．４６ 浅い
北側に風倒木
痕状の盛上が
りあり

北エリア

重要遺跡確認調査報告書第１４集
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竪穴
番号

平面形状 略形状
長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

面積
（㎡）

規模
深さ
（m）

深さ
エレベー
ション

下端
凹み

下端礫
埋没礫

掘上げ土
投げ込み

特 記 事 項 再検討要竪穴
所在
エリア

６２ 円形 円形 ５．０ ５．０ １９．５ 小�中 ０．５３ やや深い 測量済 北エリア

６３ 円形～方形 円形 ６．５ ６．３ ３３．５ 中 ０．６９ やや深い 北エリア

６４ 楕円形 円形 ６．０ ５．２ ２５．７ 中 ０．５４ やや深い 北エリア

６５ 不整円形 円形 ５．５ ４．８ １９．２ 小�中 ０．４３ 浅い 北エリア

６６ 不整方形 方形 ５．８ ５．６ ２６．８ 小�中 ０．５６ やや深い 有 北エリア

６７ 楕円形 円形 ７．６ ５．６ ３４．１ 中 ０．５６ やや深い 測量済 北エリア

６８ 円形 円形 ５．２ ４．５ １９．０ 小�中 ０．５２ やや深い 測量済 北エリア

６９ 不整円形 円形 ３．１ ２．９ ７．３ 小 ０．２４ 特に浅い 北エリア

７０ 不整円形 円形 ２．５ ２．３ ４．９ 極小 ０．１３ 特に浅い 大木の間に
位置し不明瞭 北エリア

７１ 不整楕円形 円形 ５．０ ４．２ １７．３ 小�中 ０．３２ 浅い 北エリア

７２ 不整楕円形 円形 ３．６ ２．９ ８．３ 小 ０．３０ 浅い 北エリア

７３ 不整楕円形 円形 ６．３ ５．２ ２６．８ 中 ０．３２ 浅い 不明瞭 北エリア

７４ 不整円形 円形 ４．８ ４．６ １７．３ 小�中 ０．３５ 浅い 北エリア

７５ 不整楕円形 円形 ５．４ ４．８ ２１．３ 小�中 ０．４１ 浅い
南東壁にあり
竪穴７３・７６か
らか

掘上げ土投げ込みにより変形か 北エリア

７６ 不整円形 円形 ６．０ ５．９ ２９．２ 中 ０．３１ 浅い 有 不明瞭 北エリア

７７ 楕円形 円形 ４．５ ４．０ １４．１ 小�中 ０．２７ 特に浅い 北エリア

７８ 方形 方形 ６．２ ６．１ ３３．０ 中 ０．５３ やや深い 測量済 北エリア

７９ 方形 方形 ８．７ ８．１ ６２．９ 中�大 ０．４８ 浅い 北エリア

８０ 不整円形 円形 ５．３ ４．９ １７．０ 小�中 ０．４９ 浅い 測量済 北エリア

８１ 方形 方形 ４．０ ３．３ １１．３ 小�中 ０．４２ 浅い 北エリア

８２ 不整方形 方形 ４．３ ３．９ １５．５ 小�中 ０．３１ 浅い 北エリア

８３ 不整方形 方形 ５．２ ５．２ ２４．３ 小�中 ０．３６ 浅い 北エリア

８４ 方形 方形 ９．２ ９．０ ７０．２ 大 ０．４７ 浅い 北エリア

８５ 楕円形～方形 円形 ４．９ ４．８ １９．４ 小�中 ０．３８ 浅い
埋没礫？
下面から２０
�下

北エリア

８６ 方形 方形 ６．１ ５．８ ３２．６ 中 ０．３１ 浅い 測量済 北エリア

８７ 不明瞭な方形 方形 ４．８ ４．６ １８．１ 小�中 ０．４５ 浅い 北エリア

８８ 方形～楕円形 方形 １１．２（７．９）（７１．４）超特大 ０．６５ やや深い 道路で東側が埋没し変形 南エリア

８９ 五角形 多角形 ８．１ ６．９ ４７．４ 中�大 ０．９９ 深い 東壁にあり
竪穴８８からか 南エリア

９０ 不明瞭な方形 方形 ５．５ ５．５ ２５．３ 小�中 ０．５７ やや深い 南エリア

９１ 不整楕円形 円形 ４．９ ４．０ １５．８ 小�中 ０．２３ 特に浅い 風倒木痕の
可能性大 南エリア

Ⅱ 湧別町川西 2遺跡の調査
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竪穴
番号

平面形状 略形状
長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

面積
（㎡）

規模
深さ
（m）

深さ
エレベー
ション

下端
凹み

下端礫
埋没礫

掘上げ土
投げ込み

特 記 事 項 再検討要竪穴
所在
エリア

９２ 不整楕円形 円形 ４．２ ２．５ ７．７ 小�中 ０．４７ 浅い 道路で北東側が埋没 風倒木痕の
可能性大 南エリア

９３ 楕円形 円形 ４．４ ３．９ １４．１ 小�中 ０．２８ 特に浅い 測量済 南エリア

９４ 楕円形 円形 ６．９ ６．３ ３６．９ 中 ０．８１ 深い 測量済 南エリア

９５ 不整円形 円形 ５．８ ５．３ ２３．９ 小�中 ０．５０ やや深い 南エリア

９６ 円形（浅皿状） 円形 ４．４ ３．９ １３．２ 小�中 ０．２６ 特に浅い 南エリア

９７ 楕円形 円形 ３．７ ３．４ ９．５ 小 ０．３４ 浅い 埋没礫？
覆土中 道路で西側が埋没 南エリア

９８ 円形 円形 ２．４ ２．１ ３．９ 極小 ０．３１ 浅い 南エリア

９９ 楕円形 円形 ３．８ ３．４ １０．５ 小�中 ０．２６ 特に浅い 南エリア

１００ 円形 円形 ２．８ ２．５ ５．４ 小 ０．１９ 特に浅い 北エリア

１０１ 円形 円形 ３．１ ２．６ ６．２ 小 ０．２３ 特に浅い 南エリア

１０２ 円形？ 円形 （５．４）（２．５）（９．６） 中 ０．４７ 浅い 道路で西側が埋没し変形 南エリア

※道路に部分的に埋められたものの規模は推定面積から分類している。
※「所在エリア」は東西２０ラインを境界に南北に区分けした。
※面積は上端の実面積を計測した。
※深さは上端高さの平均値と下端単点（最も深い地点）との差から算出した。
※竪穴が崩落や埋没などで欠失する場合は、現存値を括弧付で示した。
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図版１

１ 遺跡遠景 北東から

２ 遺跡の立地する台地と周辺低湿部 南東から



図版２

１ 円形 小 竪穴１４ 南エリア 北から

２ 円形 小 竪穴１００ 北エリア 北西から

３ 円形 中 竪穴３０ 南エリア 北から



図版３

１ 円形 中 竪穴７６ 北エリア 北東から

２ 多角形 中 竪穴２５ 南エリア 南西から

３ 多角形 中 竪穴６４ 北エリア 北から



図版４

１ 多角形 大 竪穴５ 南エリア 西から

２ 多角形 大 竪穴２９ 南エリア 南西から

３ 方形 小－中 竪穴８ 南エリア 西から



図版５

１ 方形 小－中 竪穴８１ 北エリア 南から

２ 方形 中 竪穴２０ 南エリア 南東から

３ 方形 中 竪穴７９ 北エリア 北から



図版６

１ 方形 大 竪穴２２ 南エリア 東から

２ 方形 大 竪穴８４ 北エリア 北から

３ 隣接地表採資料（関連資料調査）
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要 約

遺跡は湧別町川西地区を流れる湧別川支流センサイ川左岸の段丘上に立地し、竪穴群は
段丘縁に沿って南北約２５０ｍの範囲に細長く分布する。遺跡全体で１０２か所の竪穴を確認し、
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アは円形・方形、大きさ５ｍ以下、深さ０．５ｍ未満を主とし、分布密度がやや低い。南エ
リアは多角形・方形、大きさ６ｍ以上、深さ０．５ｍ以上を主とし、分布密度が高い。
多角形と方形については、大きさによって分布位置が異なる様子がみられ、前者は大き

い竪穴ほど段丘縁に近く、後者は南エリアで１０ｍ規模の竪穴が微高地である南西部に位置
する傾向がある。
また、方形は１０ｍ前後の大きな竪穴２～３軒のまとまりが南北エリアそれぞれにみられ

るが、こうした２軒程度の大型竪穴の単位が遺跡内に複数分布する様子は、近隣のシブノ
ツナイ竪穴群でも認められている。
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